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「
水
に
対
す
る
権
利
」
を
め
ぐ
っ
て

─
─Inga T

 W
inkler, T

he H
um

an R
ight to W

ater 			



(H

art Publishing, 2012) 

の
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
─
─

鳥 

谷 

部　
　
　
　
　

壌

一　

は 

じ 
め 
に

　

二
〇
〇
二
年
に
、
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
、
六
〇
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
な
る
一
般
的
意
見
第
一
五
を

採
択
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
国
連
総
会
及
び
国
連
人
権
理
事
会
に
よ
っ
て
水
に
対
す
る
権
利
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
水
に
対

す
る
権
利
が
人
権
と
し
て
生
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
の
か
、
ま
た
国
際
人
権
法
の
基
盤
を
な
す
の
か
な
ど
、

重
要
な
多
く
の
法
的
諸
課
題
が
依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
国
際
人
権
法
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
諸
点
の

包
括
的
か
つ
詳
細
な
分
析
・
検
討
を
行
う
も
の
と
し
て
、Inga T

 W
inkler

氏
が
二
〇
一
二
年
に
著
し
た
『
水
に
対
す
る
権
利
』
と

題
す
る
書
籍
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
と
し
た
い
。
本
書
の
副
題
に
も
あ
る

通
り
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
の
意
義
、
法
的
地
位
及
び
水
配
分
へ
の
示
唆
、
に
重
点
を
置
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
著
者
は
、
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
で
講
師
を
務
め
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
、
国
連
人
権
理
事
会
「
安
全
な

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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飲
料
水
と
衛
生
に
対
す
る
人
権
」
の
特
別
報
告
者
で
あ
る
カ
タ
リ
ー
ナ
・
デ
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
氏
の
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め

る
人
物
で
あ
り
、
実
務
面
に
お
い
て
も
水
に
対
す
る
権
利
に
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
が
二
〇
一
〇
年
に
ド
イ
ツ

の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
上
で
（
二
）、
本
書
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
（
三
）。

二　

内
容
の
紹
介

第
一
章
「
序
章
」（pp. 1-15
）

　

第
一
章
「
序
章
」
で
は
、
著
者
の
問
題
意
識
と
本
書
の
構
成
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
著
者
の
一
つ
目
の
問
題
意
識
は
、
二
〇

一
〇
年
に
、
国
連
総
会
及
び
国
連
人
権
理
事
会
に
よ
っ
て
水
に
対
す
る
権
利
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
画
期
的
な
出
来
事
で

あ
っ
た
も
の
の
、
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
地
位
の
問
題
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
（pp. 

13-14

）。
そ
こ
で
、
本
書
の
課
題
は
、
第
一
に
、
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

次
に
、
著
者
の
二
つ
目
の
問
題
意
識
は
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
平
等
に
向
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
特
に
発
展
途
上
国
の
都
市
部
で

は
、
不
法
移
民
は
、
公
的
事
業
者
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
っ
て
多
額
の
費
用
を
支
払
っ
て
民
間
の
事
業
者
か

ら
水
を
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
（pp. 3-4
）。
さ
ら
に
、
衛
生
状
態
の
良
好
で
な
い
水
の
飲
用
に
よ
り
、
下
痢
、

コ
レ
ラ
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
に
罹
患
し
、
毎
日
、
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
人
の
子
供
が
死
亡
し
て
い
る
（p. 5

）。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
以
上

の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
最
大
の
原
因
は
、「
基
本
的
人
間
ニ
ー
ズ
（basic hum

an needs

）」
を
充
足
す
る
よ
う

な
水
配
分
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
者
に
平
等
な
水
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、
水
配
分
を
実
施
す
る
際
の
優
先
順
位
の
決
定
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
、
水
に
対
す
る
権
利
が
決
定
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的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
と
い
う
（pp. 12-13

）。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
第
二
の
課
題
は
、
水
配
分
の
場
面
に
お
け
る
水
に
対
す
る

権
利
の
位
置
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

第
一
の
課
題
に
取
り
組
む
の
が
、
第
三
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
根
拠
」、
第
四
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
性
格
」
及
び

第
六
章
「
水
を
人
権
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
利
益
」
で
あ
り
、
他
方
、
第
二
の
課
題
に
取
り
組
む
の
が
、
第
五
章
「
水
配
分
へ
の
示

唆
」
で
あ
る
。

第
二
章
「
背
景
：
水
の
利
用
可
能
量
と
需
要
の
競
合
」（pp. 16-36

）

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
著
者
は
ま
ず
、
第
二
章
「
背
景
：
水
の
利
用
可
能
量
と
需
要
の
競
合
」
で
、
基
本
的
人
間
ニ
ー
ズ
が
無
視
さ
れ
て

い
る
原
因
は
、
水
資
源
の
物
理
的
制
約
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
配
分
の
決
定
の
仕
方
に
こ
そ
あ
る
と
指
摘
す
る
（p. 

16

）。
す
な
わ
ち
、
元
来
、
地
球
に
は
、
全
人
類
に
、
個
人
及
び
家
庭
で
使
用
す
る
最
低
限
の
水
量
を
提
供
で
き
る
だ
け
の
水
資
源
が

十
分
に
存
在
し
て
い
た
が
、
人
口
増
加
や
都
市
化
に
伴
う
都
市
部
と
農
村
の
間
の
水
需
要
の
競
合
、
工
業
用
水
の
大
量
消
費
、
水
汚
染

の
深
刻
化
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
個
人
及
び
家
庭
に
お
い
て
基
本
的
人
間
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
だ
け
の
水
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
た
（pp. 20-27

）。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
と
り
わ
け
、
不
法
移
民
や
低
所
得
者
が
居
住
す
る
地
域
及
び
貧
し
い
農
村
部
に
お

い
て
顕
著
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（p. 34

）。

第
三
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
根
拠
」（pp. 37-99

）

　

そ
こ
で
、
著
者
は
、
本
書
の
第
一
の
課
題
か
ら
検
討
を
開
始
す
る
。
第
三
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
根
拠
」
で
は
、
主
と
し
て
、

人
権
条
約
と
慣
習
国
際
法
の
視
点
に
基
づ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
る
。
人
権
条
約
の
検
討
は
、
社
会
権
規
約
、
自
由
権
規
約
、
人
的
・
場
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所
的
制
約
を
伴
う
条
約
の
三
つ
に
区
分
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
内
、
社
会
権
規
約
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
生
活
水
準
に
対
す
る
権
利

（
第
一
一
条
一
項
）、
食
糧
に
対
す
る
権
利
（
第
一
一
条
一
項
及
び
二
項
）、
住
居
に
対
す
る
権
利
（
第
一
一
条
一
項
）、
健
康
を
享
受

す
る
権
利
（
第
一
二
条
）
が
順
次
検
討
さ
れ
る
。

 

（
1
）
人 
権 
条 

約

　

著
者
は
、
ま
ず
、
社
会
権
規
約
上
の
相
当
な
生
活
水
準
に
対
す
る
権
利
か
ら
、
水
に
対
す
る
権
利
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
の
考
察

を
行
う
。
そ
の
結
果
、
著
者
は
、
社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
五
に
即
し
て
、「
相
当
な
食
糧
、
衣
類
お
よ
び
住
居
を
含

む
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
権
利
の
リ
ス
ト
は
網
羅
的
で
は
な
い
と
推
論
で
き
、
ま
た
、
か
か
る
文
言
は
、
基

本
的
人
間
ニ
ー
ズ
に
関
係
す
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
従
え
ば
、
十
分
な
水
の
供
給
と
い
う
要
素
も
、
相
当

な
生
活
水
準
に
対
す
る
権
利
の
一
部
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
（pp. 43-44

）。

　

次
に
、
著
者
は
、
社
会
権
規
約
上
の
食
糧
に
対
す
る
権
利
か
ら
、
水
に
対
す
る
権
利
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
の
考
察
に
移
る
。
著

者
は
、
水
を
流
動
食
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
糧
に
対
す
る
権
利
の
保
障
の
中
に
水
を
読
み
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
食

糧
に
対
す
る
権
利
に
は
固
形
食
の
み
な
ら
ず
飲
料
水
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
飲
料
水
や
食
品
調
理
・
食
器
洗
浄
に
使
用

さ
れ
る
水
が
包
含
さ
れ
る
と
い
う
。
た
だ
、
著
者
は
、
食
糧
に
対
す
る
権
利
と
水
に
対
す
る
権
利
の
根
本
的
相
違
に
も
留
意
す
る
。
つ

ま
り
、
水
質
基
準
と
食
品
安
全
基
準
は
同
一
で
な
い
こ
と
や
、
基
本
的
人
間
ニ
ー
ズ
と
し
て
の
家
庭
用
の
水
と
農
業
用
の
そ
れ
と
が
競

合
関
係
に
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
双
方
の
権
利
を
区
別
し
て
用
い
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（pp. 46-47

）。

　

さ
ら
に
、
社
会
権
規
約
上
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
か
ら
、
水
に
対
す
る
権
利
を
導
け
る
か
の
考
察
に
お
い
て
、
著
者
は
、
水
に
対

す
る
権
利
と
健
康
権
と
の
間
の
密
接
不
可
分
の
関
係
を
認
め
た
社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
五
を
支
持
し
、
健
康
権
に
は
、

「
到
達
可
能
な
最
高
水
準
の
」
健
康
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
限
り
で
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
が
包
含
さ
れ
る
と
結
論
付
け
る
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（pp. 48-49

）。

　

続
い
て
著
者
は
、
自
由
権
規
約
に
関
し
て
、
生
命
に
対
す
る
権
利
（
第
六
条
）
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
国
家
は
、
当
該
権
利
の
下

で
、
あ
ら
ゆ
る
貧
困
者
の
最
低
限
度
の
生
活
水
準
を
確
保
す
る
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
水
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
保
障
の
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
（pp. 54-55

）。

　

最
後
に
、
著
者
は
、
人
的
制
約
を
伴
う
条
約
と
し
て
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
、
児
童
の
権
利
条
約
、
障
害
者
の
権
利
条
約
を
検
討
し
、

他
方
、
場
所
的
制
約
を
伴
う
条
約
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
関
係
文
書
の
仔
細
な
検
討
を
行

う
。
中
で
も
、
著
者
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
第
一
四
条
二
項
⒣
で
、「
水
の
供
給
」
が
、
農
村
女
子
に
対
す
る
差
別
撤
廃
を
目
指
し

て
、「
適
当
な
生
活
条
件
を
享
受
す
る
権
利
」
の
一
要
素
と
し
て
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
本
規
定
の
一
般
化
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
同
条
約
は
、
本
来
、
新
た
な
権
利
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
く
、
差
別
の
撤
廃
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
規
定
は
既
に
権
利
と
し
て
成
立
し
て
い
る
分
野
を
対
象
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
こ
れ
を

肯
定
す
る
（pp. 60-61

）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
が
明
確
な
権
利
性
を
有
す
る
と
結
論
付
け
る
（pp. 64-

65

）。

 

（
2
）
慣
習
国
際
法

　

続
い
て
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
が
慣
習
国
際
法
化
し
て
い
る
か
否
か
の
検
討
に
移
る
。
こ
こ
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
、
国
連

総
会
決
議
、
国
連
人
権
委
員
会
・
人
権
理
事
会
決
議
、
政
治
的
宣
言
・
声
明
、
各
国
の
憲
法
な
ど
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
世
界
人
権
宣
言
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
同
宣
言
に
含
ま
れ
る
一
部
の
特
殊
な
権
利
に
鑑
み
て
、
同
宣
言
全
体
が
慣
習
国
際
法

を
反
映
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
生
じ
る
と
し
て
、
未
だ
慣
習
国
際
法
の
形
成
に
必
要
な
一
般
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

得
ら
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
（p. 73

）。
ま
た
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、
最
低
限
度
の
生
活
水
準
を
確
保
す
る
積
極
的
義
務
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を
生
命
権
か
ら
導
く
こ
と
が
可
能
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
未
だ
明
確
な
一
致
が
み
ら
れ
ず
、
広
義
の
生
命
権
（
水
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
保
障
を
含
む
）
の
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
性
格
は
否
定
さ
れ
る
と
結
論
付
け
る
（p. 75

）。

　

次
に
、
著
者
は
、
国
連
総
会
決
議
に
関
し
て
、
一
九
八
六
年
の
発
展
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
、
二
〇
〇
〇
年
及
び
二
〇
一
〇
年
の
総

会
決
議
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
内
、
水
と
衛
生
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
二
〇
一
〇
年
の
決
議
は
、
水
に
対
す
る
権
利
に
明
示
的
に
言

及
し
た
初
め
て
の
決
議
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
安
全
か
つ
清
潔
な
飲
料
水
に
対
す
る
権
利
が
、
生
命
そ
の
他
す
べ
て
の
人
権
の
完
全
な

享
受
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
権
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
決
議
は
、
一
国
の
反
対
票
も
投
じ

ら
れ
な
か
っ
た
一
方
で
、
合
計
七
〇
ヶ
国
の
棄
権
・
欠
席
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
、
著
者
は
、
同
決

議
の
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
性
格
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
、
国
連
人
権
理
事
会
に
よ
る
水
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
二
〇
一
一
年
の
決

議
は
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
前
述
の
総
会
決
議
で
棄
権
に
回
っ
た
諸
国
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
著
者
は
、
水

に
対
す
る
権
利
が
確
固
た
る
法
的
基
礎
を
提
供
し
得
る
と
し
て
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も
、
未
だ
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
性
格
を
認
め

る
に
は
至
ら
な
い
と
結
論
付
け
る
（pp. 77-79
）。

　

続
い
て
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
多
数
の
政
治
的
宣
言
・
声
明
の
検
討
に
移
る
。
そ
の
結
果
、
著
者
は
、
こ
れ
ら
宣

言
・
声
明
に
よ
る
近
年
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
が
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
各
々
の
言
及
振
り
は
、
未
だ
一
貫
性
・
統
一
性
に
乏

し
く
、
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
支
持
は
限
定
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（p. 87

）。
加
え
て
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
実
施
計
画
や
世
界
水
会

議
の
閣
僚
宣
言
で
は
、
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
何
ら
言
及
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
権
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
醸

成
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
と
結
論
付
け
る
（p. 96

）。

　

各
国
の
憲
法
上
の
規
定
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
水
に
対
す
る
権
利
は
、
世
界
で
最
初
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

憲
法
に
導
入
さ
れ
、
現
在
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
コ
ン
ゴ
、
モ
ル
ジ
ブ
、
ケ
ニ
ア
の
各
憲
法
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で
も
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
明
文
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
生
命
に
対
す
る
権

利
の
中
に
水
に
対
す
る
権
利
を
読
み
込
む
解
釈
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー

ル
で
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
健
全
な
環
境
に
対
す
る
権
利
か
ら
水
に
対
す
る
権
利
を
導
い
て
い
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
水
に
対
す
る
権
利
を
憲
法
で
規
定
す
る
国
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
が
、
世
界
全
体
か
ら
み
れ
ば
そ
の
数
は
未
だ
少
数
に

留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
水
に
対
す
る
権
利
の
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
性
格
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る

（pp. 91-93

）。

　

そ
し
て
、
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
の
全
体
の
結
論
と
し
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
締
め
括
る
。
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
慣
習
国

際
法
の
性
格
を
肯
定
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
ろ
う
。
そ
う
は
雖
も
、
将
来
的
に
、
当
該
権
利
が
慣
習
国
際
法
と
し
て
の
地
位
を
確

立
す
る
と
の
推
論
は
、
過
度
に
楽
観
的
と
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
現
在
の
ペ
ー
ス
で
水
に
対
す
る
権
利
の
発
展
が

続
い
て
い
け
ば
、
将
来
、
慣
習
国
際
法
と
し
て
結
実
す
る
か
も
し
れ
な
い
（p. 97

）。

第
四
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
性
格
」（pp. 100-140

）

　

第
四
章
「
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
性
格
」
で
は
、
主
に
三
つ
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
第
一
に
、
水
に
対
す
る
権
利
は
法
的
拘
束

力
を
有
す
る
か
、
第
二
に
、
そ
れ
に
伴
い
国
家
に
は
ど
の
よ
う
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
か
、
第
三
に
、
当
該
権
利
の
規
範
的
内
容
は
い

か
な
る
も
の
か
、
で
あ
る
。
第
一
の
法
的
拘
束
力
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
権
規
約
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
人
権
条
約
に
、
社
会
的
・
経
済
的
権
利
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
の
証

左
と
な
る
。
国
家
は
、
人
権
条
約
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
定
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
表
明
し
て
き
た
の
で
あ
っ

て
、
一
般
に
、（
人
権
）
条
約
の
法
的
性
格
を
否
定
し
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
も
何
ら
異
な
ら
な
い
（pp. 
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106-107

）。

　

第
二
の
国
家
の
義
務
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
を
、
他
の
人
権
と
同
様
に
、
尊
重
義
務
、
保
護
義
務
、
充
足
義
務
の

三
つ
に
類
型
化
す
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
尊
重
義
務
の
下
で
、
国
家
は
、
水
に
対
す
る
権
利
の
享
受
を
直
接
又
は
間
接
に
妨
げ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
要
請
さ
れ
、
次
に
、
保
護
義
務
の
下
で
、
国
家
は
、
第
三
者
に
、
水
に
対
す
る
権
利
の
享
受
を
妨
げ
る
何
ら
か
の
行
為
を

と
ら
せ
な
い
よ
う
要
請
さ
れ
、
さ
ら
に
、
充
足
義
務
の
下
で
、
国
家
は
、
各
人
が
水
に
対
す
る
権
利
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
（pp. 107-111

）。
そ
れ
と
同
時
に
、
著
者
は
、
義
務
の
実
現
の
即
時
性
・
急
迫
性
の
観
点
か
ら
、
漸

進
的
実
現
義
務
と
最
低
限
の
中
核
的
義
務
に
分
類
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
国
家
は
、
社
会
的
・
経
済
的
権
利
に
つ
い
て
は
、

社
会
権
規
約
第
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
通
り
、
漸
進
的
に
実
現
す
る
義
務
を
負
う
一
方
で
、
国
家
に
よ
っ
て
即
時
的
に
実
現
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
最
低
限
の
中
核
的
義
務
の
存
在
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
義
務
は
、
人
間
の
生
存
と
尊
厳
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
最
低
限
の
水
準
の
維
持
を
要
求
す
る
（p. 125

）。

　

第
三
の
規
範
的
内
容
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
は
、
個
人
及
び
家
庭
で
の
利
用
に
関
し
て
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
際
、

当
該
権
利
保
障
の
た
め
に
、
量
的
充
足
性
、
安
全
性
及
び
受
容
性
、
物
理
的
な
ア
ク
セ
ス
可
能
性
、
価
格
的
入
手
可
能
性
と
い
っ
た
諸

要
素
の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
と
述
べ
る
（pp. 126-140
）。

第
五
章
「
水
配
分
へ
の
示
唆
」（pp. 141-211

）

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
水
に
対
す
る
権
利
の
実
体
面
は
、
水
利
用
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
第
五
章
「
水
配
分
へ
の
示
唆
」
で
は
、
こ
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
本
章
の
問
題
意
識
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
五
に
よ
れ
ば
、
水
の
配
分
に
際
し
て
優
先
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き
は
、
個
人
及
び
家
庭
で
必
要
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と
な
る
水
、
飢
餓
及
び
疾
病
の
予
防
の
た
め
に
必
要
な
水
、
並
び
に
社
会
権
規
約
上
の
中
核
的
義
務
を
充
足
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る

水
、
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
同
意
見
は
水
配
分
の
優
先
順
位
の
問
題
に
簡
潔
に
触
れ
る
だ
け
で
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
先
送

り
に
し
た
。
未
解
決
の
問
題
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
個
人
及
び
家
庭
で
の
水
利
用
は
ど
の
程
度
優
先
さ
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
優
先
さ
れ
る
水
量
は
ど
の
く
ら
い
で
、
そ
の
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
い
か
な
る
理
由
付
け
が
な

さ
れ
る
の
か
。
も
う
一
つ
は
、
個
人
及
び
家
庭
で
の
利
用
以
外
の
利
用
に
、
ど
の
程
度
の
優
先
権
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
例
え
ば
、
食
糧
生
産
の
た
め
の
水
は
ど
の
く
ら
い
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
。
つ
ま
り
、
飢
餓
の
阻
止
と
い
う
最
低
限
の
目
標
に

留
め
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
凌
駕
す
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
に
優
先
権
を
付
与
さ
れ
る
中
核
的
権
利
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
複
数
の
利
用
を
い
か
に
調
和
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
（pp. 148-149

）。

　

そ
こ
で
、
著
者
は
、
上
述
の
諸
問
題
の
検
討
に
入
る
前
に
、
二
つ
の
分
析
手
法
を
提
示
す
る
。
一
つ
は
、
人
権
の
実
現
レ
ベ
ル
を
、

優
先
度
の
高
い
順
に
、「
生
命
維
持
レ
ベ
ル
」、「
中
核
レ
ベ
ル
」、「
完
全
実
施
レ
ベ
ル
」、「
人
権
保
障
を
超
え
る
レ
ベ
ル
」
の
四
段
階

に
区
分
し
て
分
析
す
る
手
法
で
、
も
う
一
つ
は
、
問
題
と
な
る
人
権
の
実
現
の
た
め
に
、
他
の
代
替
手
段
が
存
在
す
る
か
（
代
替
可
能

性
）、
常
に
直
接
的
な
水
ア
ク
セ
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
か
（
ア
ク
セ
ス
の
直
接
性
）、
必
要
と
さ
れ
る
水
量
は
ど
の
く
ら
い
か
（
節
水
の

可
能
性
）、
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
う
手
法
で
あ
る
（pp. 153-155

）。
そ
し
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
水
利
用
を
検
討
の
対
象

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
個
人
及
び
家
庭
で
の
水
利
用
」（
①
）、「
食
糧
生
産
の
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
②
）、「
衣
類
製
造
の

た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
③
）、「
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
④
）、「
発
電
の
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利

用
」（
⑤
）、「
輸
送
手
段
と
し
て
の
水
利
用
」（
⑥
）、「
産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
⑦
）、「
文
化
的
・
宗
教

的
習
慣
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
⑧
）、「
先
住
民
の
生
活
様
式
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
⑨
）、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
⑩
）、「
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
水
利
用
」（
⑪
）、
で
あ
る
（p. 156

）。

（
5
）
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以
上
を
踏
ま
え
て
著
者
は
、
ま
ず
、
各
種
水
利
用
が
こ
の
四
段
階
の
実
現
レ
ベ
ル
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
特
定
し
、
次
に
、
各
々

の
権
利
の
実
現
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い
の
水
が
実
際
に
必
要
と
な
る
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
代
替
手
段
は
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
著
者
は
、
上
記
①
（
＝
水
に
対
す
る
権
利
）
に
、
各
レ
ベ
ル
で
、
最
も
高
い
優
先
順
位
が
付
与
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
は
ア
ク
セ
ス
の
直
接
性
、
代
替
不
可
能
性
、
節
水
の
不
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
水
の
配
分
に
際
し
て
は
、「
生
命
維
持
レ
ベ
ル
」
で
は
飲
料
水
（
一
日
一
人
当
た
り
五
ℓ
）、「
中
核
レ
ベ
ル
」
で
は
基
礎
的
健

康
（
個
人
衛
生
）
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
、「
完
全
実
施
レ
ベ
ル
」
で
は
洗
濯
な
ど
相
当
な
生
活
水
準
を
満
た
す
水
量
（
一

日
一
人
当
た
り
一
〇
〇
ℓ
）
の
確
保
が
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
な
お
、「
生
命
維
持
レ
ベ
ル
」
で
は
、
生
命
維
持

に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
、
②
③
④
⑤
も
保
護
対
象
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
他
方
、「
中
核
レ
ベ
ル
」
で
は
、
こ
れ
ら
の

他
に
、
⑨
の
保
護
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
完
全
実
施
レ
ベ
ル
」
で
は
、
以
上
で
言
及
し
た
す
べ
て
の
水
利
用
に
加
え
、

⑦
⑧
も
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
最
後
に
、「
人
権
保
障
を
超
え
る
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
は
、
人
権
の
側
面
か
ら
優
先
順
位

の
問
題
は
生
じ
得
な
い
と
結
ぶ
（pp. 204-207
）。

第
六
章
「
水
を
人
権
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
利
益
」（pp. 212-274

）

　

以
上
、
第
四
章
及
び
第
五
章
で
は
、
水
に
対
す
る
権
利
の
実
体
面
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
手
続
面
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。
第
六
章
「
水
を
人
権
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
利
益
」
で
は
、
こ
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
著
者
は
、

水
に
対
す
る
権
利
の
手
続
面
と
し
て
、
ま
ず
、
参
加
原
則
、
周
縁
化
・
脆
弱
化
し
て
い
る
個
人
及
び
集
団
に
対
す
る
配
慮
及
び
差
別
禁

止
、
並
び
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
水
配
分
に
関
す
る
決
定
は
、
実
体
面
の
枠
組
み
の
中
で
、
す

べ
て
の
利
害
関
係
者
の
参
加
を
促
進
し
、
と
り
わ
け
周
縁
化
・
脆
弱
化
し
て
い
る
個
人
及
び
集
団
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（p. 

（
6
）
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223

）。
次
に
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
と
し
て
、
司
法
的
、
準
司
法
的
、
行
政
的
、
政
治
的
及
び
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用
を

可
能
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
準
司
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
や
人
権
委
員
会
の
よ
う

な
国
内
人
権
機
関
、
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
議
会
委
員
会
、
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
陳
情
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
、
公
聴
会
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
挙
げ
る
（pp. 225-226

）。

　

そ
し
て
、
残
る
司
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
国
内
レ
ベ
ル
と
国
際
レ
ベ
ル
と
を
区
別
し
て
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず
、

国
内
レ
ベ
ル
で
は
、
主
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関

す
る
尊
重
・
保
護
・
充
足
の
各
種
義
務
の
裁
判
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
著
者
は
、
い
ず
れ
の
義
務
に
つ
い
て
も
裁
判
可

能
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
で
も
、
裁
判
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
最
も
消
極
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
充
足
義
務

で
さ
え
、「
合
理
性
審
査
（reasonableness review

）」
や
「
中
核
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（m

inim
um

 core approach

）」
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
可
能
と
な
る
と
い
う
（pp. 244-254

）。

　

他
方
、
国
際
レ
ベ
ル
で
、
著
者
は
、
第
一
に
、
水
に
対
す
る
権
利
の
普
遍
的
履
行
確
保
手
段
と
し
て
、
社
会
権
規
約
の
報
告
手
続
、

国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
手
続
及
び
普
遍
的
定
期
審
査
を
詳
細
に
紹
介
す
る
。
そ
の
内
、
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
社

会
権
規
約
の
報
告
手
続
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
多
数
の
総
括
所
見
の
中
で
、
特
定
集
団

に
対
す
る
差
別
・
周
縁
化
に
懸
念
を
表
明
し
、
水
ア
ク
セ
ス
の
不
備
に
対
す
る
改
善
を
要
請
し
て
き
た
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
カ
ナ
ダ
、

コ
ス
タ
リ
カ
、
イ
エ
メ
ン
に
対
す
る
総
括
所
見
が
紹
介
さ
れ
る
（pp. 257-259

）。
ま
た
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
国
連
人
権
理
事
会
の
普

遍
的
定
期
審
査
の
下
で
は
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関
し
て
、
次
の
四
つ
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
あ
る
国

家
が
何
ら
か
の
水
に
対
す
る
権
利
を
達
成
し
た
際
に
、
他
の
国
家
が
そ
れ
を
称
賛
す
る
仕
組
み
、
②
あ
る
国
家
が
飲
料
水
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
改
善
す
る
た
め
に
講
じ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
措
置
に
対
し
て
、
他
の
国
家
が
質
問
を
提
起
し
た
り
情
報
提
供
を
要
請
し
た
り

（
7
）
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す
る
仕
組
み
、
③
あ
る
国
家
の
内
部
で
水
に
対
す
る
権
利
の
実
現
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
他
の
国
家
が
そ
の
よ
う
な
状

況
を
指
摘
す
る
仕
組
み
、
④
あ
る
国
家
に
お
い
て
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
怠
っ
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
、
他
の
国
家
が
と
る
べ
き
措
置
を
勧
告
す
る
仕
組
み
、
で
あ
る
（pp. 264-265

）。
第
二
に
、
水
に
対
す
る
権
利
の
個

人
又
は
集
団
申
立
制
度
と
し
て
、
社
会
権
規
約
選
択
議
定
書
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
、
欧
州
社
会
憲
章
追
加
議
定
書
、
自

由
権
規
約
第
一
追
加
議
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
に
加
え
、
米
州
人
権
委
員
会
、
ア
フ
リ
カ
人
権
裁
判
所
、
人
及
び
人

民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
委
員
会
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
利
用
可
能
性
に
も
言
及
す
る
。
こ
の
内
、
ア
フ
リ
カ
人
権
裁
判
所
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
水
に
対
す
る
権
利
の
取
扱
事
例
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
米
州
人
権
委
員
会
と
ア
フ
リ
カ
委
員
会
に

関
し
て
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（pp. 267-268

）。
さ
ら
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
で
は
、
隣
人
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
遮
断

事
例
（
ブ
タ
ン
及
び
ド
ラ
ゴ
ミ
ー
ル
対
ル
ー
マ
ニ
ア
事
件
［Butan and D

ragom
ir v. R

om
ania

］）
や
、
付
近
の
ご
み
集
積
場
か

ら
の
汚
染
事
例
（
ザ
ン
デ
ル
対
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
事
件
［Zander v. Sw

eden

］）
に
お
い
て
、
個
人
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
侵
害
が
争

わ
れ
、
裁
判
所
は
、「
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
（
一
九
五
〇
年
）」
第
六
条
一
項
の
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権

利
の
違
反
を
認
定
し
、
間
接
的
に
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
（pp. 269-270

）。

第
七
章
「
結
論
と
将
来
の
展
望
」（pp. 275-286

）

　

そ
し
て
、
第
七
章
「
結
論
と
将
来
の
展
望
」
で
、
著
者
は
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
結
論
を
再
確
認
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
本
書
を
締
め
括
る
。
す
な
わ
ち
、
水
に
対
す
る
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
は
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国

際
レ
ベ
ル
の
発
展
は
、
重
要
な
推
進
力
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
水
に
対
す
る
権
利
の
実
現
に
は
国
内
レ
ベ
ル
で
の
行
動
が
重
要
と

な
る
。
本
書
で
述
べ
た
よ
う
に
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
国
内
の
立
法
、
政
策
及
び
司
法
的
強
制
の
存
在
は
、
同
権
の
実
現
に
向

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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け
た
進
展
を
期
待
で
き
る
。
国
連
に
お
い
て
は
、
特
別
報
告
者
に
よ
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
、
人
権
と
し
て
明
確
に
承
認
さ
れ
、
又
は

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
や
そ
の
他
の
開
発
目
標
で
人
権
重
視
の
政
策
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
に
対
す
る
権
利
の
重
要
性
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
、
そ
の
実
現
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
地
域
、
国
家
及
び
国
際
の
各
レ
ベ
ル
が
相
互
に
絡
み
合
っ
て
強
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（p. 285

）。

　

水
に
対
す
る
権
利
の
側
面
が
強
調
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
人
権
侵
害
が
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
国
家
が
水
に
対
す
る
権
利
の
実
現
に
責

任
を
負
え
ば
負
う
ほ
ど
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
欠
如
に
よ
る
危
機
や
衡
平
で
な
い
配
分
は
減
少
し
て
い
く
。
水
に
対
す
る
権
利
は
、
国

家
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
し
、
か
つ
、
す
べ
て
の
人
々
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
最
優
先
す
る
水
の
衡
平

な
配
分
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
危
機
に
対
し
て
行
動
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
（p. 286

）。

三　

コ 

メ 
ン 
ト

　

本
書
の
最
大
の
意
義
は
、
本
書
の
第
二
の
課
題
、
つ
ま
り
、
水
配
分
の
場
面
に
お
け
る
水
に
対
す
る
権
利
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
試
み
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
既
述
の
よ
う
に
合
計
一
一
の
水
利
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
生
命
維
持
レ
ベ
ル
（
最
低

限
の
中
核
的
義
務
）」、「
中
核
レ
ベ
ル
」、「
完
全
実
施
レ
ベ
ル
（
漸
進
的
実
現
義
務
）」、「
人
権
保
障
を
超
え
る
レ
ベ
ル
（
何
ら
の
法
的

義
務
も
負
わ
な
い
）」
の
四
段
階
に
区
分
し
、
ア
ク
セ
ス
の
直
接
性
、
代
替
可
能
性
、
節
水
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
て
比
較
検
討
し
た

結
果
、
四
段
階
の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
水
に
対
す
る
権
利
を
そ
の
内
容
と
す
る
「
個
人
及
び
家
庭
で
の
水
利
用
」
に
最
も

高
い
優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
、
水
の
配
分
に
際
し
て
「
個
人
及
び
家
庭
で
の
水

利
用
」
が
優
先
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
著
者
の
結
論
そ
れ
自
体
は
、
既
に
、
社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
五

パ
ラ
グ
ラ
フ
六
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
斬
新
な
分
析
軸
を
提
示
し
た
点
に
本
書
の
独
創
性
が
あ
る
と
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言
え
よ
う
。

　

次
に
、
水
に
対
す
る
権
利
の
法
的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
と
の
本
書
の
第
一
の
課
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
条
約
・
宣
言
・
決
議
な

ど
を
綿
密
か
つ
慎
重
に
過
大
評
価
す
る
こ
と
な
く
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
性
を
説
得
的
に
論
証
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
書
は
、
水
に
対
す
る
権
利
を
、
国
際
人
権
法
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
地
平
を
切
り
拓
い
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
本
書
で
の
分

析
を
出
発
点
と
し
、
今
後
、
国
際
・
国
内
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
水
に
対
す
る
権
利
が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
国
際
人
権
法
の
視
点
か
ら
の
考
察
で
あ
る
が
（p. 14

）、
人
権
以
外
の
水
利
用
（
環
境
及
び
生
態
系
の
保

護
）
と
の
関
係
や
、
人
権
と
そ
れ
以
外
の
水
利
用
を
含
め
た
す
べ
て
の
水
利
用
の
管
理
（
統
合
的
管
理
）
の
中
で
の
人
権
の
位
置
に
関

す
る
記
述
も
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
水
資
源
管
理
全
体
の
中
で
の
本
書
の
位
置
付
け
を
一
層
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
環
境
及
び
生
態
系
の
保
護
と
の
関
連
で
、
著
者
は
、
環
境
及
び
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
水
が
、
水
に
対

す
る
権
利
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
個
人
・
家
庭
用
水
と
、
直
接
的
に
競
合
す
る
お
そ
れ
は
低
い
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
大
量
の
水
を

必
要
と
す
る
農
業
・
工
業
用
水
と
の
関
係
に
お
い
て
は
競
合
の
お
そ
れ
が
懸
念
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、
環
境
保

護
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
る
（p. 285

）。
ま
た
、
水
資
源
の
統
合
的
管
理
と
水
に
対
す
る
権
利
の
関
係
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
本
書
で
採
用
さ
れ
た
人
権
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
あ
ら
ゆ
る
水
利
用
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
な
水
資
源
の
統
合
的
管
理
に
取
っ
て
代
わ
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

そ
れ
を
補
完
し
、
人
権
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
ニ
ー
ズ
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
資
源
配
分
を
行
う
こ
と

で
、
統
合
的
管
理
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（p. 284
）。

　

た
だ
、
本
書
の
記
述
に
は
若
干
の
疑
問
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
六
章
の
国
内
裁
判
所
に
よ
る
水
に
対
す
る
権
利
の
保
障
の
箇
所
に
関

わ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
世
界
中
の
多
く
の
国
に
、
水
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
裁
判
例
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
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リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
国
の
裁
判
例
は
一
件
も
扱

わ
れ
て
い
な
い
。
結
局
、
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
裁
判
例
の
一
部
の
み
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
国
内
裁
判
所
に
よ
る
保
障
の
全
体
像
の
把
握
を
困
難
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
内
裁
判
所
に

よ
る
充
足
義
務
の
保
障
の
箇
所
で
は
、
主
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、
合
法
性
審
査
と
中
核
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い

う
二
つ
の
審
査
基
準
の
有
用
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
、
こ
の
二
つ
の
審
査
基
準
を
明
確
に
区
別
し
つ
つ
も
、
双
方
に
お
い
て

同
一
の
判
例
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
審
査
基
準
の
間
の
相
違
・
関
係
性
を
著
者
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
や
や
解
り
に
く
い
。

　

ま
た
、
本
書
は
、
水
に
対
す
る
権
利
が
新
し
い
権
利
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
考
察
対
象
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
依

然
と
し
て
、
究
明
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
課
題
を
残
し
た
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
水
供
給
事
業
の
民
間
化
の
問
題
が
そ
う
で
あ
る
。
著
者

は
、
こ
の
問
題
が
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
も
、
本
書
の
関
心
は
水
配
分
の
問
題
に
向
け
ら
れ
る
と
し
て
、
検
討

対
象
か
ら
除
外
し
た
（p. 12

）。
し
か
し
、
著
者
自
身
、
序
章
で
、
公
的
事
業
者
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
ら
れ
な
い
不
法
移
民
は
、
多

額
の
費
用
を
支
払
っ
て
民
間
の
事
業
者
か
ら
水
を
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
（p. 4

）、
水

供
給
事
業
の
民
営
化
の
問
題
は
、
水
に
対
す
る
権
利
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
際
人
権
法
と
の
関
連
で
は
、

国
外
で
の
企
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
国
家
の
域
外
的
保
護
義
務
の
問
題
が
あ
る
。
域
外
的
保
護
義
務
と
は
、
国
外
で
活
動
す
る
自
国

企
業
が
現
地
で
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
本
国
に
対
し
て
、
立
法
、
行
政
及
び
司
法
上
の
措
置
を
通
じ
て
対
処
す
る
こ

と
を
要
請
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
う
が
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
締
約
国
は
、
自
国
の
市
民
又
は
企
業
が
、
他
国
に
お
い
て
個

人
及
び
地
域
社
会
の
水
に
対
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
水
に
対
す

る
権
利
は
、
国
際
河
川
法
に
お
け
る
衡
平
利
用
原
則
と
の
関
係
・
調
整
の
問
題
と
も
関
連
し
得
る
。
し
か
し
、
本
書
は
、
以
上
の
問
題

（
11
）

（
12
）
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に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
説
明
が
し
て
あ
る
と
、
本
書
は
よ
り
広
が
り
の
あ
る
も
の
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
以
上
に
指
摘
し
た
点
は
、
い
ず
れ
も
本
書
の
一
貫
性
を
重
視
す
る
た
め
に
意
図
的
に
避
け
ら
れ
た
論

点
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
指
摘
は
、
い
ず
れ
も
些
末
な
事
項
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
基
本
的
な
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は

な
い
。
水
に
対
す
る
権
利
の
人
権
と
し
て
の
承
認
は
、
国
内
レ
ベ
ル
で
は
、
尊
重
・
保
護
・
充
足
の
各
種
義
務
の
履
行
促
進
に
効
果
を

発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
方
、
国
際
レ
ベ
ル
で
は
、
共
有
水
資
源
の
配
分
の
た
め
の
国
家
間
交
渉
に
お
い
て
、
基
本
的
人
間
ニ
ー
ズ

の
優
先
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
平
等
な
水
の
配
分
が
是
正
さ
れ
る
と
い
う
効
果
を
生
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
著
者
は
、

当
時
未
発
効
で
あ
っ
た
社
会
権
規
約
選
択
議
定
書
の
個
人
申
立
制
度
が
将
来
的
に
発
効
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
に
対
す
る
権

利
を
擁
護
す
る
た
め
の
強
力
な
手
段
と
な
り
得
る
と
述
べ
て
、
こ
れ
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
（p. 273

）、
二
〇
一
三
年
五
月
五
日

に
、
同
議
定
書
が
無
事
に
発
効
し
、
そ
の
た
め
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
水
に
対
す
る
権
利
を
、

政
策
的
な
概
念
か
ら
切
り
離
し
て
法
学
的
検
討
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
国
際
人
権
法
上
の
「
権
利
」
と
し
て
の
性
格
を
見

事
に
描
き
出
し
た
点
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
世
界
中
の
国
や
地
域
に
お
い
て
、
様
々
な
局
面
で
水
を
巡
る
対
立
が
深
刻

化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
本
書
は
そ
の
解
決
の
糸
口
を
探
る
貴
重
な
研
究
成
果
と
言
え
る
。

G
eneral Com

m
ent N

o. 15 (2002), T
he right to w

ater (arts. 11 and 12 of the International Covenant on E
conom

ic, 
Social and Cultural R

ights), E/C.12/2002/11.　

同
意
見
の
内
容
を
紹
介
・
分
析
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
三
輪
敦
子
「『
水
に
対
す
る

権
利
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五
（
水
へ
の
権
利
）
と
水
の
確
保
に
関
す
る
国
際
的
な
潮
流
」『
研
究
紀
要

（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）』
第
一
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
三
七
─
二
五
五
頁
、
が
あ
る
。

General A
ssem

bly, T
he hum

an right to w
ater and sanitation, 3 A

ugust 2010, A
/Res/64/292, para. 1; H

um
an Rights 

（
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）
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1
）
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2
）
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Council, H
um

an rights and access to safe drinking w
ater and sanitation, 6 O

ctober 2010, A
/H

RC/Res/15/9, para. 3.
Inga T

 W
inkler, T

he H
um

an R
ight to W

ater: Significance, Legal Status and Im
plications for W

ater A
llocation (H

art 
Publishing, 2012, xxxvi

＋340pp.).

本
書
の
紹
介
は
、
海
外
で
は
少
な
く
と
も
六
篇
確
認
で
き
、
そ
の
注
目
度
は
高
い
。See e.g., K

. M
echlem

, 

“The H
um

an Right to 
W

ater: Significance, Legal Status and Im
plications for W

ater A
llocation, by Inga T

. W
inkler, published by H

art Publish-
ing, 2012, 340 pp., £52, hardback

”, R
eview

 of E
uropean Com

m
unity and International E

nvironm
ental Law

, V
ol.22 (2013), 

pp. 207-208; D
. F. M

arques, 

“Inga T
. W

inkler, T
he H

um
an R

ight to W
ater: Significance, Legal Status and Im

plications for 

W
ater A

llocation (H
art Publishing, 2012), 286 pages, ISBN

 N
o. 978 1 8494 6283 9.

”, H
um

an R
ights Q

uarterly, V
ol.35 (2013), 

pp. 785-791; H
. T

rem
blay, 

“The Im
plications of H

um
an N

eeds for H
um

an Rights-Based W
ater A

llocation: Review
 of T

he 

H
um

an R
ight to W

ater
”, M

cG
ill International Journal of Sustainable D

evelopm
ent Law

 and Policy, V
ol.8 (2013), pp. 261-

271; M
. Biddulph, 

“The H
um

an R
ight to W

ater: Significance, Legal Status and Im
plications for W

ater A
llocation by 

Inga T
. W

inkler. Portland: H
art Publishing, 2012. 340 pp., $104.00 hc.

”, Saskatchew
an Law

 R
eview

, V
ol.76 (2013), pp. 359-

362.

上
述
の
一
一
の
水
利
用
の
内
、
①
は
水
に
対
す
る
権
利
か
ら
導
か
れ
る
。
②
～
⑪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
食
糧
に
対
す
る
権
利
、
相
当
な
生
活

水
準
に
対
す
る
権
利
、
衛
生
に
対
す
る
権
利
又
は
労
働
権
な
ど
か
ら
導
か
れ
る
と
い
う
（pp. 157-201

）。

本
書
で
は
、
特
に
「
周
縁
化
」
の
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
に
、
差
別
や
偏
見
、
立
場
の
弱
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
権
利

や
利
益
を
正
当
に
主
張
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
を
指
す
。
申
惠
丰
『
国
際
人
権
法
─
─
国
際
基
準
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
国
内
法

と
の
協
調
─
─
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
頁
（
原
註
19
）。

本
書
で
は
、「
称
賛
」
の
例
と
し
て
、
ス
ー
ダ
ン
→
バ
ー
レ
ー
ン
、
ス
ー
ダ
ン
→
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
及
び
ド
イ
ツ
→
南
ア
フ
リ

カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
セ
ネ
ガ
ル
→
ベ
ナ
ン
、
チ
ャ
ド
及
び
チ
ュ
ニ
ジ
ア
→
ザ
ン
ビ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
→
ト
ン
ガ
、
中
国
→
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
、
の
七
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（p. 264, n.343

）。

本
書
で
は
、「
質
問
」
の
例
と
し
て
、
日
本
→
ガ
ボ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
→
ガ
ー
ナ
、
の
二
件
が
、
他
方
、「
情
報

提
供
の
要
請
」
の
例
と
し
て
、
日
本
→
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
→
ベ
ナ
ン
、
の
二
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（p. 264, n.344

）。

（
3
）
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本
書
で
は
、「
指
摘
」
の
例
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
→
ガ
ー
ナ
（
鉱
業
に
よ
る
悪
影
響
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
→
ボ
ツ
ワ
ナ
（
先
住
民
の
権
利
）、

ロ
シ
ア
→
ザ
ン
ビ
ア
、 

イ
タ
リ
ア
→
ボ
ツ
ワ
ナ
（
刑
事
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
の
不
衛
生
な
処
遇
）、
モ
ル
ジ
ブ
→
バ
ハ
マ
及
び
ツ
バ
ル

（
気
候
変
動
の
影
響
）、
の
五
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（pp. 264-265, n.345-348

）。

本
書
で
は
、「
勧
告
」
の
例
と
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
→
パ
キ
ス
タ
ン
（
地
方
の
女
性
の
清
浄
な
水
ア
ク
セ
ス
の
確
保
）、
カ
ナ
ダ
→
イ

ス
ラ
エ
ル
（
遊
牧
民
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
水
ア
ク
セ
ス
の
確
保
）、
南
ア
フ
リ
カ
→
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ゴ
ラ
ン
高
原
の
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
下
に
あ
る
シ

リ
ア
住
民
の
水
ア
ク
セ
ス
の
確
保
）、
の
三
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（p. 265, n.349

）。

本
書
で
は
、
こ
の
問
題
を
扱
う
も
の
と
し
て
、M

. Fitzm
aurice, 

“The H
um

an Right to W
ater

”, Fordham
 E

nvironm
ental 

Law
 R

eview
, V

ol.18 (2007), pp. 557-585 

な
ど
多
数
の
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（p. 12, n.74

）。

こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、S. C. M

cCaffrey, 

“The H
um

an Right to W
ater

”, E. B. W
eiss, L. B. de Chazournes 

and N
. Bernasconi-O

sterw
alder (eds.), Fresh W

ater and International E
conom

ic Law
 (O

xford U
niversity Press, 2005), p. 

113; 

菅
原
絵
美
「
自
国
企
業
に
対
す
る
国
家
の
域
外
的
保
護
義
務
─
─
社
会
権
規
約
か
ら
の
考
察
─
─
」『
国
際
人
権
』
第
二
三
号
（
二
〇
一

二
年
）
一
〇
〇
─
一
〇
五
頁
。

E. Benvenisti, 

“Water, Right to, International Protection

”, R. W
olfrum

 (ed.), T
he M

ax Planck E
ncyclopedia of Public 

International Law
, V

ol.X
 (O

xford U
niversity Press, 2012), p. 819.

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
、
京
都
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
法
研
究
会
に
お
け
る
報
告
の
内
容
に
加
筆
・
修
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
報
告
に
際
し
て
、
諸
先
生
方
よ
り
、
貴
重
な
御
示
唆
、
御
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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